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大
販
由
山

信
さ
訊
た
全
国
俣
筐
術
生
大
こ
に

い
て
当
協
三
は
、
防
疫

m
心
想
の
立

に
染
恥
の
切
圧
f

ワ
ク
チ
／
供
給
粋

制
の
確
立
、
術
生
言
虫
駆
除
、
術
叶

臼
想
の
酋
及
向
上
、
地
区
術
店
一
組
織

の
助
威
、
災
害
救
助
后
動
に
尽
力
し

た
等
の
故
を
も
？
て
f

他
十
一
団
袢

と
と
も
に
厚
生
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
被
表
彰
団
体
を
代

表
し
て
当
協
会
理
事
長
か
登
麿
し
r

栄
え
あ
る
表
彰
状
を
授
与
さ
汎
ま
し

。
た
こ
の
尤
床

It
、
当
協
会
飢
立
以
来

一
十
九
年
間
に
わ
た
り
関
係
各
位
の

公
私
に
わ
た
る
こ
指
導
ご
鞭
撻
に
よ

一
茶
が
こ
こ
ろ
む
ち
と
励
み
て
3

(si野
理
事
長
）

厚
生
大
臣
の

し
ひ
と
筋
に
茨
（
い
ば
ら
〉
の

泊
を
踏
み
こ
へ
て

む
か
へ
し
き
ょ
う
の

璽
み
か
み
し
め
Q

0

や
せ
甘
よ
く
そ
む
か
へ
し

き
ょ
う
の
日
を

る
も
の
と ／
＼
 

れ

の

に

立

ち

の

実

麗

の

た

め

各

り

野

に

い

い

極

的

に

参

口

し
な
け
れ
は
な
り
な
い
必
夏
か
あ
る
，
J

と
の
結
論
を
得
ら
訊
た
こ
ど
は
極
め

て
店
喜
，
咋
て
あ
？
た
と
感
し
ら
訊
た
。

ま
た
第
二
分
科
会
に
応
い
て
は
、

古
野
秀
雄
先
生
を
座
長
と
し
て
f

'
大

散
附
医
師
会
理
事
横
田
先
生
、
茨
木

巾
衛
生
諜
長
中
村
正
延
先
生
を
は
し

め
諸
先
生
方
に
よ
り
「
惰
親
化
社
会

に
お
け
る
地
域
保
健
活
動
」
を
主
題

と
し
て
熱
心
な
ご
討
議
か
な
さ
れ
r

今
後
益
々
活
発
化
す
る
と
思
わ
れ
る

情
報
活
動
に
つ
い
て
は
地
域
保
健
活

動
の
中
で
、
氾
濫
す
る
情
報
の
解
析

大
会
式
典
か

等
主
催
者
の
あ
い
さ

に
移
り
r

宋
賓
祝
辞

罰
凶
如
向
畑
山
先
生

る

最

五

の

他

界

い

と

言
た
日
本
＇
i

の
特
別
嘉
徊

か

者

を

魅

（

：

し

た

。

こ
の
あ
と
大
三
珀
手
に
入
り
f

ェ退

長
〗
u
J選
出
ー
ク
大
会
宣
言
な
ら
ひ
に
決

議
文
起
草
委
員
迅
出
か
行
わ
れ
f

'

則

日
開
催
の
分
科
会
報
告
に
ひ
き
続
き
、

大
会
宣
言
な
ら
び
に
す
み
や
か
な
史

現
を
斯
す
る
次
の
決
議
文
か
朗
謡
さ

し
こ
。

す
，
T「
り
国
民
の
健
原
増
進
運
動
の
積

極
的
な
推
進

二
、
健
康
的
な
生
活
環
境
の
造
成

二
、
健
康
生
活
の
た
め
の
科
学
技

術
の
開
発
と
活
用

な
お
こ
の
あ
と
ア
ト
ラ
ク
ン
ョ
ン

郷
土
旦
能
II

河
内
音
頭

II

か
錦
上
花

を
添
え
、
本
大
会
は
盛
会
裡
に
そ
の

幕
を
閉
し
た
。

か

ま

こ

と

に

あ

る

は

か
り
で
な
く
r

の
提
供

に
つ
い
て
は
も
，
~
的
に
釆
り

出
す
必
要
か
あ
る
と
の
結
論
か
出

tt
た。翌
十
四
日

a
f
 

ーふフ
の，

＼
 

に
り

＼
ノり

戸
つ

泌し
'
i
,
1

ー

--s-
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l
不

主
IJ

第
二
事
業
部

井

ロ

部

梶

田

以
彰

ム
心
r
下
ー

当
協
公
の
創
立
二
十
九
周
月
を
コ
恥

念
し
、
上
る
五
月
卜
五
日
r

永
年
に

わ
た
り
協
公
業
務
に
精
励
さ
れ
た
次

の

各

氏

か

、

岬

か

ら

表

彰

さ

れ

ま
し
た
。

士

山

茅

野

第
二
4

百
業
部

篠
除
ャ
底
戸
〕

十
年
以
上

第
二
・
バ
け
業
部

月
甘
r
>
）
 

第

二

ふ

由

翠

本

部

し
1
4
)
 

浜
田

つ
や

販
木
は
る
ゑ

堀
内
由
太
郎

同

佐

籐

君

壬

司

赤

松

芳

f
策

勤 者 風景

以

t
l
五
名

奥

安

吉

久
保
伝
太
郎

山

本

芳

市

道
上
ス
ミ
コ

以
上
十
九
名

号
出
安
之
蒸

正

脇

幾

松

北
口
小
と
め

五
年
以
上

第
一
事
業
部

横
田
伸
一
郎

第
二
事
業
部

山
卜
喜
仇
松

藤

亭

政

古

広

顧

定

占

第
二
事
業
部

小
四
勝
治
郎

木
原
チ
ス
―
―

安
升
タ
マ
ヱ

米

村

ヒ

メ

壬

的
孔
繁
治
郎

柏
田
ョ
シ

I

小
林
キ
T

松
野
了
鶴
了

冨

田

清

松
岡
ト
ミ

清

崎

弘

士
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大
阪
府
術
生
部
て
は
次
の
主
な
行

事
か
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

0
夏
季
に
お
け
る
食
中
毒
防
止
月
間

期

間

七

月

中

゜
↑
囚
愛
の
血
液
助
け
合
い
連
動

期

間

月

中

大
恥
附
罰
生
部
長
中
谷
肇
先
生
に

は
よ
る
パ
月
し
日
大
阪
府
副
知
事
の

こ
坑
圧
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

。

］
 

す

f
,＇ーし

1'

て
［

暑
中
お
い
い
印
し
＇
上
け
ま
す
。

責
，
人
紙
の
大
神
祭
り
の
び
真
は
、
人

販
rlJ
城
東
区
、
久
保
喜
世
雄
氏
の
作

品
て

riol
氏
の
こ
好
厄
に
よ
り
掲
載

さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
固
く
お
礼
申

し
上
け
ま
す
(
e

＊
大
阪
て
は
栴
巾
入
り
の
飢
の
四
月
二

1
八
日
に
光
化
学
ス
モ
ノ
グ
予
穀
か

発
合
さ
れ
ま
し
た
。

＊
肋
巾
あ
け
に
は
今
年
も
公
F
]

の
街

に
、
穴
竹
桃
か
咲
き
r

公
口
に
も
め

け
ず
あ
て
や
か
な
化
を
開
い
て
眼
を

た
の
し
ま
し
て
く
れ
る
て
し
ょ
う
。
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